
若狭地方における家族呼称の分布とその変遷

I. はじめに

小論では,福井県若狭地方における言語地理学的調く1〉
査資料から.特に家族呼称に関する項目を扱い,その

分布を考察する｡

家族呼称は,親族呼称の下位乾噂におかれ,さらに
く2〉

親族呼称は,親族名称などとともに,親族語桑という

"語桑の部分体系〝を構成していると考えられる｡

ある地域社会の地域成員が日常生活に用いる生活語,

そして,その集合体である生活語桑というものを考え

た時,親族語桑は,生活語桑の中でも,より基本的な

部分をなすものであり,その構造 (体系)や.それと

地域の杜全構造,文化構造との関わりを明らかにする

ことは,これまでも,方青学や社会人類学の重要なテー

マのひとつとされてきた｡そして,方言学の側から言

えば,今後は特に社会言語学 (言語社会学)的観点か

らの研究の進展が期待される｡近年刊行された.日本

方育研究会･柴田武 (1978)や国立国語研究所 (1979)

などには,明らかにそうした動きが見てとれるのであ

る｡

さて,では,ここで取り上げようとする若狭地方に

目を転じた場合,その辺の事情はどうであろうか｡残

念ながら,親族語粂およびそれらに関連する研究 ･報

告等は,皆無に近い状態である｡特に,全域を見渡せ

るものは全くない｡筆者が調査にあたって参考とし得

たのは,一部の方言典の頬に記載された,わずかな親

族名称 ･親族呼称のみであった｡

小論で考察の対象とする家族呼称は,それが言語地

理学的調査によって得られたものであるという特殊な

制約も加わって,親族語桑全体からみれば,ごく一部

のものにすぎない｡しかし,これまで,目ばしい研究･

報告等の全く見当たらない若狭地方で,たとえその一

部についてだけでも,全域の分布が概観できるという

ことは,今後の研究のためにも必要なことであろう｡

以下,具休的に言語地図をみながら,若狭地方にお

ける家族呼称の分布を考察する｡

2. 若狭地方における豪族呼称の分布と変遷

筆者が今回調査できたのは.次の6つの家族呼称に

ついてである｡

(1) 父親の呼称

加 藤 和 夫

(2)母親の呼称

(3) 祖父の呼称

(4) 祖母の呼称

(5) 兄の呼称

(6)姉の呼称

そして,これらのほかに,関連項目として,次の4項

目を調査した｡

(7) 他家の中年男性の呼称

(8) 他家の中年女性の呼称

(9) 本家

(10)分家

小論では,以上のうち,｢父親の呼称｣(以後 く父親〉

と略記する)と ｢母親の呼称｣(以後 く母親〉と略記

する)を中心に論を進め,あわせて他の家族呼称につ

いても考察する｡

ところで,筆者の行なったような言語地理学的調査

では,そこで得られた家族呼称の分布を考察するにあ

たっての,ひとつの限界とも言えるものがある｡具体

的な分析に入る前に,その点について触れておく必要

があると思われる｡

聾者を含めて,一般の言語地理学的調査では, 1地

点でひとりの話者を選び,その話者の回答をその地点

の代表として,地図を描いている｡しかし,こうした

方法はあくまでも,同じ集落の言語は条件さえ一定な
<3)

ら,経の言語もほぼ均質であるという仮説に基づいて

行なわれている｡この条件というのか時として問題と

なる｡確かに,動植物の名称であるとか,一般的事物

の名称などに関しては,この仮説も,ある程度の高い

妥当性を有すると考えられる｡ところが.家族呼称な

どでは,次のような事情があった場合,上の仮説は成

A)立たなくなI),従って,あるひとt)の話者の答えを,

その地点の代表とはできなくなることがある｡

例えば,昨年から調査の機会を与えられている石川
ノミyンタツJ717+
県能美郡辰口町では,以前に,く父親〉と く母親〉に

く4〉
関して,家の家格による2段階の使い分けがあったこ

とが確認されている｡つまり.かつての辰口町では,

家格の高い家庭では,父親をトート,母親をカーカと

呼び.家格の低い家庭では,父親をマ-マ,母親をヤーく5〉
ヤと呼んでいたことがわかったのである｡
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辰口町の家族 (父 ･母)呼称

この種の事例は,辰口町に限らず,全国いたるとこ

ろでみられるものだろうし,実際にそうした報告も過去

にあるが,この様な辰口町の例ひとつをとってみてち,

家族呼称を含む親族呼称,あるいは親族名称等は,話者の位相,例えば,育った家が集落内で占める社会

的地位 (家格)などを反映して決まる場合があり,そこに, 1地点をひとりの話者で代表させる言語地理学

的調査の限界がある｡辰口町の地点Aの話者が く父

親)にトー トと答え,隣接する地点Bの話者がマーマ

と答えたとすると,地点Aでマーマ,地点Bでトー ト

という呼称が存在しないのではなく,事実は,地点Aの

話者は家格の高い家庭に育ったのでトー トと呼び,地

点Bの話者は家格のそう

高くない家庭に育ったのでマ-マと呼んだということ

なのである｡すなわち.地点Aでも,家格の高くない

家では く父親)マーマが用いられ,地点Bでも,家格の高い

家ではトー トが用いられていた｡それがたまたま,地点Aと地点Bの話者の間に家格の追いが

あったため,異なった呼称が答えられたというふうに考えられる訳である

｡以上のような事情から,

筆者が扱う資料も,その等質性という点で,不十分の誇りをまぬがれないも

のかもしれない｡しかし,小論では敢えて,

家族呼称を答えてくれた110余名の話者達が,ほぼ位相的に均一 (中流一般家庭)である

との仮定のもとに考察を進めることにする｡2.1 父親

の呼称〈父親〉は.小論末尾に付した言語地図,図

2と図3にその分布を示した｡ところで,く父親

〉では,〈母親)とともに,いわゆる分布解釈の補

助手段 (情報)とする目的で.話者の成撮過程における

呼称の変遷を.20歳を一往の目安として尋ねてみることに

した｡各々の項目に2枚ずつの言語地図があるのは,そのためで

ある｡例えば,く父親(成人前)〉の図 2には.話者が

子供の頃父親をどう呼んでいたかということで

得られた答えを載せ.く父親(成人後)〉の図3には,成人後父親の呼び方が変わっ たかどうかで.変わらな

ければ図2と同じ呼称,変わったならばその呼称を載

せてある｡ただし,これらは,話者の記憶だけを頼り

とした情報であり,その情報が,本当に正しい事実を

述べているかどうかについて,解釈する者は.あくま

で憤重でなければならない｡さて,図2の分布から

はまず,若狭地方における く父親〉の代表形が,チャンとオトソツアンである

ことがわかる｡これらの呼称の分布は,整然とした分

布とは言い稚いものであるが,先に言及した,話者の位相などと

の関わりを考慮すると,当然の結果とも言えるもので

あろう｡然るに.そうした事情を考えに入れても,チ

ャンとオトッツアンの分布からは,次のような解釈が成

り立つと思われる｡巨視的に分布を眺めると.チャン

がオトンツァンよりも周辺に分布する,いわゆる周囲分布

であり,方言周圏論を適用して.チャンの方がオトyツアンよりも



〔美浜町竹披〕

上

-

･
下

オトツツアン

チ ャ

ンそれに対し,チャン,オトyツァンとといこ, トy

ミタツアンがいくらかまとまった分布をみせる上中町

三田(6503.9560)の請者は,｢自分はチャンと言ったが,

トッツアンという家もあったし.もっと丁寧な家ではオ

トッツアンとも言っていた｣と説明しており,ここで

は.3通りの呼称が併存していたことがわかる｡これ

は,次のように図示できるだろう

｡〔上中町三田〕

上

下 オト ン ツ

アントツ ツ ア ン

チ ャ ンさて,美浜町竹波と上中町三田につい

て示した2つの図を見る限りにおいては.オトッツ7

ンもチャンも(そしてトンツアンも),同じ時期に同じ

集落の中で用いられていた呼称ということになり.両

者の新古関係はわかる筈もない｡ところが,既述のと

おり,図2と図3の分布および話者の説明からは,明

らかにチャンからオトンツアンへの変遷が跡付けられ

る｡このことは一体どういう事実を明らかにするのだ

ろうか｡図でそのことをわかりやすく示すことにしよう
｡

古

上

-下 新若狭地方における

く父親)の変遷つまり,上の図からわかる様に,チャンーオトソツア●
●●ンへの変化というのは,上流家庭 (

俗にいういい家)を除いた中流一般家庭での,く父親

〉に関する変化なのであるO古くは上流家庭で用いられ

ていたオトソツアンが,時を経て中流一般家庭での呼

称に変わるというのは,つまりは,く父親〉オトッツア

ンのもつ待遇価値が下降したということ,それはあた

かも,敬語形式における待遇価値の下

降にも似ている｡では,若狭地方の中流一般家庭に

おけるチャン→オトンツアンという く父親〉の歴史は,そのまま国語虹 における く父親)の歴史を反映してい

るだろうか｡若狭地方が,かつての中央語地域京都をすぐ

南に控えているだけに,興味あるところである｡一

往の目安としてr日本国語大辞典J (小学館)をあた

ってみると,｢ちゃん｣の説明に,｢父｡江戸時代から明治初期にかけて庶民社会で用いられたqJ (下線筆

者)とある｡他方,｢おとっつあん (おとっさん)｣には

,｢父を敬い親しんで呼ぶ語｡近世末期,江戸で中洗以上の

用語｡｢おとうさん｣が一般化する前に碇も広く用いられた呼び方｡｣(下線筆者)との説

明がある｡また,前田勇舶 r近世上方語辞典J (

東京堂)を見ると,｢おとっつあん｣に,｢中流以

上の用語｡中洗以下は ｢ととさん｣｡轟永頃 (筆者注 :

1848-1854)には.かなり一般化 したoJ (下線

筆者)とある｡｢ちゃん｣は項目として織っていない｡

これら2つの辞番で見る限り,両者は,使用階層の違いこそあれ,ほぼ同時期 (19世紀初頭)に使われ始

めたもののようである｡ただし,r日本国語大辞典J

で,それぞれの初出文献(刊行年)を比較すると,｢

ちゃん｣が酒諸本 ･聖遊

廓 (1757刊),｢おとっつあん｣が滑稽本 ･浮世風呂

(1809-13刊)となっている｡となると,若

狭地方の中流一般家庭では,まず.本来庶民社会の呼称であ

った ｢ちゃん｣が使用され,後にやや上の階層での呼称 ｢おとっつあん

｣-と変わっていったと考えられる｡松崎強造

(1975)には,父親を意味する語として,オトy

ツアン,チャン, トソツアンの3つが載り,チチ, トトを除いて,図 2,図 3

中の大飯郡の分布と一ツル致する｡また,福井県福

井師乾学校 (1975)には,敦ガ オ ニj-賀郡 (

現敦賀市),三方郡.遠敷郡.大飯郡にチャンが分布

するとある｡これらから.昭和初期の若狭地方には,

ほほ全域にわたる広い範囲で,チャンが分布していた

ことがわかる｡オトソツアンの分布域の中で,束の

上中町と西の大飯町,名田庄村に分布するトッツアン

は,図2でこそわずかな分布だが,

かつてはもっと広 く分布したものであろう｡既に触れ

た上中町三田の話者の説明のように.本来.オトンツア

ンより下,チャンより上の待遇価値を有し,中間的位相の家

庭で用いられたものであろう｡それが,祉全構造の単純化にともなっ



ミつ
三方町神子 (6503.2386)のオッチャンの場合,く中年

男性〉に対してもオッチャンを答えているので.いず

れかの答えが疑われる｡一方,オッツアンの分布する三+タ7エカrl フーナ
方町北前川(6503.7645)と上中町河内(6513.4582)
の場合,く中年男性〉に対して,北前川の話者がオンサ

ン,河内の話者がオジを答え,く父親)と区別してい

る｡よって,オッツアンはオトノツアンから変化した

音詑形である可能性が高い｡

このほか,図2,3で分布する呼称のうち目を引く

のは,西の大飯郡に分布するトトとテテである｡図2,

3では2地点にしか分布しないが,それ以外にも高浜
タウモナ タナイシ コ
町串持 (6512.1348),同町立石 (6512.0187),同町子ど
坐 (6512.2106)の話者から理解語としてのトトンを

開いている｡話者達の親が使っていたということなの

で,古くは,大飯郡 (大飯町 ･高浜町)に広くトト,

テテ.あるいはトトンといった呼称が分布していたと

考えられる｡特に,チャンの分布がみえない高浜町で

は,トトンがチャンに代わる呼称として用いられたの

かもしれない｡トトンはトトの膏詑形であろう｡

福井県関係の方言文献では,福田太郎 (1902)と若

趨方言研究会 (1969)に,父の意の ｢とと｣が載って

いるが,残念ながらその使用地域は示されていない｡

文献国語史の上ではというと,｢とと｣も ｢てて｣

ち.｢ちゃん｣などと比べてはるかに古い時代から現わ

れるようである｡r日本国語大辞典Jによれば,｢とと｣
く6〉

は,散木奇歌集 (12世紀前半)や日葡辞昏 (1604)な

どにみえ.｢てて｣は.字津保物語 (10世紀後半)や

更級日記 (11世紀中頃)などにすでにみえている｡ま

た,｢父親｣の方言としての ｢とと｣の分布も,北は背

森から南は鹿児島までの広故国にわたり,しかも,か

なり辺境の地にまで及んでいる｡大飯郡に分布するト

ト,テテも,おそらくはチャン,オトンツアンより以

前に分布していた古い呼称の名残と考えられる｡

2.2 母親の呼称

く母親)の分布は図4と図5に示した｡

まず図4を見ることにしよう｡図4では,く父親〉の

図2におけるチャンの分布にほぼ対応する形で,カカ

ンに代表されるカカン頬 (カカ,カカン,カカー,カー,

カカサ)が分布している｡また同様に,オトッツアン

の分布に対応する形で,オカンあるいはオッカンに代

表されるオッカン類 (オカ1.オカン,オッカン,オッ

カー)が分布している｡すなわち,巨視的に見れば,

オッカン頬の周囲にカカン類が分布する周圏分布であ

る｡さらに,図4と図5を比較すると,これまた (父

親〉と同様,図5でカカン類の分布が減少,代わって

オッカン頬が増加している｡そして,両形を答えた話

者の,新古に関する内省も,全てオッカン頬よりカカ

ン頬が古いことで一致している｡

以上のことから,く母親)の分布にも,く父親〉の場

合と同様の解釈が成り立つ｡つまり,若狭地方の中流

一般家庭においては,く母親〉に古くはカカン類が用

いられ その後新しくオッカン頬が用いられるように
AJ-

なったとの解釈である｡小浜市須鈍 く6512.2986)の

話者の説明によれば,話者自身は母親をカカンと呼ん

だが,その子供達はオッカンと呼んでいるとのことで

あった｡

また,話者の位相などとの関わりを考えれば,〈母

親〉でもく父親〉の場合と同じ様な歴史を推定できる｡

それは次の様に図示できるだろう｡

古

上

-

下

新若狭地方における く母親〉の変

遷カカン頬に代わって.中流一般家庭で新しく用い

られ始めたオッカン類は,その時点で新しく伝播した

ものではない｡もともと,カカン頬とともに,より上

の位相の家庭で用いられていたものが,時がたつにつ

れて次第にその価値を下降させ,一般家庭で用いられ

るようになったと予想される｡上の図はそういう瞳史

を表わしている

｡ではここで.これまでカカン頬,オッカン頬のよ

うに類としてまとめて述べてきたものについて,少し

詳しくみることにしたい

｡カカン頬にまとめたものは,図4の凡例中,カカ

,カカン,カカー,カー,そしてカカサの5つの呼称

である｡これら5つの呼称の適時的先後関係を分布に

探ると,中で食も周辺部に分布するカカが古い形と解

釈できる｡この頬で碇も広い分布域をもつカカンE.i,

カカが音変化一語未に瀬音を付加-して生まれた呼称

であろう｡5つの呼称の先後関係をまとめて示せば次

のようになる｡

｢ カヒ

:-24- カサ 美浜町田代 (6503

,6

941)■カー 三方町苧 (6503
.4640)上中町新迫 (6513
.3620)カー 三方町小川 (6503.



一方,オッカン頬にまとめたものは,オカー,オカ

ン,オッカン,オッカーの4つの呼称である｡オか-

とオッカーが中でも周辺部に分布し,オカン,オッカ

ンより古い呼称であるらしいことがわかる｡さらに.

オか-とオッカーの新古については,オカンとオッカ

ンの分布とも考えあわせて,促音化したオッカーの方

が新しいと解釈する｡なぜなら,若狭地方では,オカ

ンとオッカンのように東西対立型の分布パターンを示

す場合,東に分布するものの方が一般的に古い場合が
く7〉

多いためである｡すなわち,オカンとオッカンについ

ても,オッカンの方が新しいと解釈できる｡以上から,

オッカン類の4つの呼称の先後関係は,次のように推

定できる｡

*オカー一一一→ オカン- ニオッカン

｣ ォッか-

図4,図5では,大飯郡にオカンの分布が確認でき

ないが,松崎強造 (1975)によれば,かつて昭和の初

期には,大飯郡でもオッカン,カカンとともにオカン

の使用されていたことがわかる｡このことは,若狭地

方中西部に分布するオッカンがオカンを経て生じたと

する,上図の推定にとってのひとつの傍証となるにち

がいない｡また,同番には,カカンに対して卑語との

説明がある｡これは,既に昭和初期の大飯郡の中流一

般家庭で,カカンからオッカン (オカン)への交替が,

進行していたことを物語るものではか ､かと考えられ
く8〉
る｡

ところで,前にも触れたように,(父親〉と く母親)

の分布に関しては.く父親〉チャンの分布域に対応す

る形で,く母親〉カカンがほぼパラレルにあらわれ,

同様に.オトソツアンの分布域に対応してオッカン,

オカン,オッカーがあらわれている｡そして後述する

｢祖父の呼称｣(以後 (祖父)と略記する),｢祖母の呼

称｣(く祖母〉と略記する),｢兄の呼称｣(く兄)と略

記),｢姉の呼称｣(く姉〉と略記)のうち,く兄)を除い

た3項目の地図 (図6,7,9を参照のこと)もまた,
く9〉

(父親〉く母親)とパラレルな分布状況を示している｡

これはどういうことかと考えると,この地方では,く父

親)く母親)く祖父)く祖母)く姉)の5つの家族呼称が,

語柴の部分体系として互いに緊密に関わりながら.辛

行的に変化 してきたということなのである｡〈父親〉

と く母親)に限って,そのことをわかりやすく示せば

次の様になる｡ただし,これは中流一般家庭での呼称

を想定してのものである｡

古(a) (b)

オトソツアン
オ ッ カ ン 新(C

)オトーサ

ンオカーサン2.3 祖父,祖母

,兄,姉の呼称く祖父)く祖母〉く兄)く姉〉の分布は,

それぞれ図6,7,8,9に示した｡これら4つの家

族呼称については,既に述べたこととの重稜を避け,

解釈の要点のみを記すこ

とにする｡2.3

.1祖父の呼称図6を見ながらその分

布を考察する｡分布は,大きくジャン頬 (ジャン,

ジヤ,ジャン.ジサン,ジサ,ジーサン,ジー,ジジ,

ジジー,ジチャン,ジーチャン,ジンチャン)とオジ

ャン頼 (オジャン,オッジャン,オンジャン.オジー)

.そしてオジーサン頬 (オジーサン,オジサン,オジ

ーチャン,オジチャン)の3つの勢力にまとめられる

と思うが,その分布域から推して,く父親〉や く母親〉

の場合と同様.ジャン頬が蚊も古い呼称であると解釈

する｡変化は,まずジャンからオジャン (オッジャン

)への交替が進行し,さらに新しくオジーサンが分布

し始める,という流れで起きてい

るとみられる｡ジヤ,ジャンはジャンからの書紀形

,ジーはその下略形.そしてジジ,ジジーもまたジャ

ンからの派生形とみて

よいであろう｡ジサン,ジサ,ジーサン,ジチャン

,ジーチャン,ジンチャンは,ジャンからの変化,あ

るいは,ジャンが,新しい呼称であるオジーサン,オ

ジーチャンとの間にコンタミネーションを起こした

ものであろう｡オッジャン,オンジャン,オジーな

どは,オジャンの普靴形と考えられるが,図6では.

特に若狭東部で促音化したオッジャンの分布

が目立つ｡2.3.

2 祖母の呼称ここでは く祖母〉の分布

を図7でみる｡図6と図7を比較してわかるように

.両者は,ほぼ一致した分布パターンを示す｡そして

これは.荊述のとおり,〈父親)く母親〉の分布とも非常に近い姿を

示している｡図6,図 7を比蚊すると.く祖父〉

のジャン類の分布に対応してパパン類 (ババン,パサ

ン,パサ,パーサン,パー,パパ,バパー,バ-チャ

ン,バン,バンチャン)が分布し,オジャン頬とオジーサン頬の分



に対応してオパン類 (オバン,オバー)とオバーサン

頬 (オバーサン,オバサン,オバーチャン)が分布し

ている｡やや異なる点は,く祖父〉のオジーサン頬に比

べオバーサン頬の分布が少ないことである｡政も新し

い呼称と思われるオバーサン類は,オジーサン頬ほど

にはまだこの地方に入り込んでいない,つまり,それ

だけオジャン類に比べオパン類の分布が根強いことを

示している｡

以上から,く祖母〉の歴史については く祖父〉同様

に,バパン類が古く,次にオパン類,そしてオバーサ

ン頬が壕も新しいと解釈される｡もっとも,これも中

流一般家庭での歴史の推定であって,バパン類ととも

に,実は上流の家庭ではオパン類が使用されていた可

能性が高い｡これは,く祖父〉のジャン頬とオジャン

頬についても言えることで,その辺の事情は,く父親)

く母親〉の場合と同じ様に考えるべきであろう｡

2.3.3 兄の呼称

図8が若狭地方における く兄)の分布である｡

図8では,おおよそ上中町と三方町の境界線あたり

を境として,束にアンニヤ,西にアンニヤンが分布し

ている｡その形態的特徴,および当地方における分布

傾向から判断して,アンニヤの方がアンニヤンよりも

古い分布と解釈できる｡かっては金城アンニヤの領地

であったが,新しく小浜を中心にアンニヤから変化し

たアンニヤンが勢力を拡げ始め,東部の美浜町と三方

町の一部を除いて,アンニヤンに領地を明け渡してし

まった状態と考えられる｡

2.3.4 姉の呼称

図9で見る く姉〉の分布も,これまで見てきた家族

呼称のうちの く父親〉く母親)〈祖父)く祖母〉に似た分

布状況を示す｡先の4つの家族呼称の分布は,ともに

似かよった,一種の周圏分布と言えるものであったが,

図9に見るネ一類 (ネ-,ネ-ヤン)とアネ一類 (ア

ネ一,アネ,オネ-,アネヤン)の分布は,それらと

はやや異なった.しかし典型的な周圏分布である｡従っ

て.ここでも方言周圏論的に解釈して,ネ一類-アネ-

頬という歴史が再構される｡そしてさらに,新しい呼

称ネーサン (ネ-チャン)が分布を拡げようとしてい

る｡

ネ-ヤンは,ネ-の分布域の中.若狭の東と西で独

自に生まれたものであろう｡特に西の大飯郡では,ネ一

に代わってネ-ヤンがかなり勢力を伸ばし始めている｡

一方,アネ一類では,アネ-がもともとの形と考えら

く10〉

れ,他のアネ,オネ-.アネヤンは,いずれもアネー

から変化したものであろう｡

2.4 まとめ

以上で,今回の調査で取り上げた6つの家族呼称す

べてについて考察した｡その地域の社会構造などと密

接な関わりをもつ家族呼称については,使用階層との

関連などから,そう単純には示せないのであろうが,

これまで述べてきたところを整理する意味で.ひとつ

の目安を若狭地方の中流一般家庭において,家族呼称

の変遷をまとめて示しておく｡

古(a) (b) 新(C)

(父親) チャン 1- オトyツアン･-･･-→オトーサン

く母親) カカ ー オカン 一一一一一 オカーサン

〈祖父) ジャン - オジャン ･一一･一 オジーサン

〈祖母) パパン - オバン -一一一 オバーサン

く兄) アンニヤ- アンニヤン -一一一 二一サン

く姉〉 ネ一 一→ アネ一 一-ー ネーサン

いずれも,多くの普詑形の類は省略し,(a),(b)それ

ぞれの段階には,中で最も古い呼称と解釈されるもの

を挙げてある｡今,あらためて若狭地方の若年層を調

査すれば,おそらく大部分が(C)の段階に近づいている

ことが確認できるだろう｡因に,(a)から(b)-の変化の

時期は,図2と図3,および図4と図5の比較,そし

て話者から得られた情報などから,小浜市の東,上中

町の中心部付近で,明治末期,今から70年程前と予想

される｡

なお,小論末尾には,家族呼称に関連するものとし

て,く中年男性〉と｢他家の中年女性の呼称｣(以後 く中

年女性〉と略記する)の分布図 (図10,図11)を付し

たので参照されたい｡図10では,オンサン頬 (オンサ

ン.オンチャン,オンニヤン,オンヤン)とオッツア

ン頼 (オッツアン,オッチャン.オッサン)が,東西

対立型の分布を示し,オンサン類1-オッツアン類とい

う歴史が推定できる｡また,図11については,アパン

類 (アパン.アバー,アパチャン)-オバサン類 (オ

バサン,オパチャン,オパヤン,オバ-ン)と解釈す

る｡しかし.いずれにしてもこの2つに関しては,令

後,親族名称あるいは親族呼称としての ｢おじ(伯父 ･

叔父)｣｢おば (伯母 ･叔母)｣の実態を明らかにして,

それらとの比較考察が必要である｡

- 26-



3.おわりに

以上,言語地理学的調査で得られた資料に基づいて,

若狭地方における家族呼称の分布とその変遷について

考察してきた｡

｢はじめに｣のところでも述べたような様々な制約

から,若狭地方の家族呼称の実態と歴史を,十分に明

らかにできたとは考えていない｡しかしそれでも,8

枚の言語地図は解釈する者に英に多くのことを語りか

けてくれ,筆者はそれを頼りに.できるだけ巨視的に,

かつ大胆な解釈を試みたつもりである｡そして,ここ

で明らかにした適時的変遷の跡や,それらと開通する

事実は,大筋では真実であるに違いない｡

今後は,小論で述べた内容を検証する意味でも,こ

の地方における親族語桑の体系や.それらと杜全構造

との関係を明らかにするための調査･研究が望まれる｡

注妃

(1)調査は,1976年から1978年にかけて若狭地方全

域(若狭地方に鞍する滋賀県と京都肝の一部も含む)

で実施した｡調査地点数は延べ240. 9地点を除き

全て聾者が臨地調査した｡小論で扱う資料は,1978

年に行なった109地点の調査に基づ くものである｡調

査および調査地域の概略等については,拙稿 (1978)

(1980a),また,調査地点名,話者の年齢 ･性別等

については,拙稿 (1981)その他を参照されたい｡

(2) 親族名称とは,話し手が第三者に対し,ある親

族をさして ｢この人はわたしの○○ですoJと説明す
る時の○○にあたる,例えば.｢この人はわたしのア
ネ (柿)です.Jと言う時のアネに相当する言語形式

である｡これに対し,話し手が親族に向かい,相手

に直接呼びかけたり話しかけたりする時に用いる言

語形式が,親族呼称である｡前者が,いわゆるref･

erenceterm.後者がaddressterm にあたるもので

ある｡

(3) 馬瀬良雄 (1969)218頁参照｡

(4) ここでいう ｢家格｣とは,かなり抽象的な概念

であり,辰口町において家格を決める基準が何であっ

たか,そもそもそういう基準があったかどうか,そ

の辺のところは未だ不明である｡

(5) これまでにわかった範囲では,地域により,マ-

マがマ一,ヤーヤがヤー, トー トがツーツ,あるい

はトー,ツーで実現することがある｡また,稀に3

段階の使い分けを報告する話者もいるので,古くは

3段階あったとも考えられる｡

(6) 土井忠生 ･森閉式 ･長南突崩訳r邦訳日葡辞番J

(670頁)には次の様にある｡

Toto.トト (とと)父.これは子どもの使う語

である｡

(7)拙稿 (1980a)参照｡

(8)堀井令以知 (1973)によれば,城前の京都上加

茂では,父と母の呼称に3通りの身分差が認められ

たという｡ 〈父親〉 〈母親)

上流階級 トサン - カサン

普通鹿家 チャン - カカ

下層農家 トト - カカ

それが,戟後には中 ･下層ともチャンーカカになっ

たという｡大飯郡をはじめとする若狭地方の一部で,

かなり早くから使われなくなろうとしていたチャンー

カカ (ン)が,京都上加茂では,意外にも城後まで

用いられていたことがわかる｡中央が地方に比べ必

ずしも革新的ではないことを示す例と言えよう｡

(9) 筆者と同じく,言語地理学的調査において親族

呼称を扱っている馬瀬良雄 (1980)の286-293頁,

図11.37-44(父,母,祖父,祖母の呼称)の分布図

でも同様の現象が見られる｡
+J> 1

(lq)アネヤンの分布する三方町成出(6503.6561)や
7EIY

同町食見からそう遠 くない三方町黒田(6503.8585)

の話者は.実の姉に対してはアネ-と呼び,義理の

姉に対してはアネヤンと呼ぶと,両者を区別して答

えている｡
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全学的研究(1)J 国立回漕研究所報告64 秀英出版

(執筆 :淡辺友左)

若趨方言研究会 (1969)r新編若趨方言集J品川番店

土井忠生 ･森田武 ･長南実 (1980)r邦訳日葡辞軌

岩波番店

日本方言研究会 ･柴田武 (1978) r日本方音の語粂一

親族名称 ･その他-J 三省堂

福井県福井師範学校 (1975)r福井県方言集J国番刊

行会 〔麻本昭6(1931)〕

福田太郎 (1902) r若趨方言集金J 品川昏店

堀井令以知 (1973) ｢京都方言の諸相｣(r愛知大綜合

郷土研究紀要J18)

図1 嗣査地点

馬瀬良雄 (1969)｢音譜地理学｣(r方言研究のすべてJ

189-220頁 至文堂)

(1980)r上伊那の方言J(r上伊那郡誌J第

五巻民俗冶下別刷 上伊那誌刊行会)

松崎弘道 (1975) r福井県大飯郡方言の研究J国番刊

行会 〔駄本昭8(1933)〕

〔付剛 小論は,1979(昭54)年 1月に東京都立大

学に提出した修士論文の一部に加筆 ･訂正したもの

である｡

(1982.7.22 稿了)
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図3 父親



図4 母親の呼称 (成人前)
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図5 母親の呼称 (成人後)
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図 6 祖父の呼称
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図10 他家の中年男性の呼称
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図11 他家の中年女性の呼称
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